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FD (フアカルティー・デイベロップメント）事業実績

琉球大学大学教育センター

平成17年度 第 1回FD:公開研究授業「現代アジア論」

平成17年7月14日（木）

趣 旨：本学の中期計画で謳われている「プロフェッサー・オブ・ザ・イヤー」表彰制度の

一環として、公開研究授業を実施する。法文学部の林泉忠助教授の「現代ア

ジア論」では、 AV機器を駆使するなど、随所に工夫をこらした授業で学生の評価

も高い。今回は【「韓流」ブームと韓国の文化戦略】をテーマとした授業を公開、

参観し、併せて研究会を行なうことにより、すぐれた教育実践を学ぶ機会とする。

日 時：平成17年7月14日（木） 3時限 (12: 50~ 14 : 20) 

場 所：法文学部新棟215室

講 師：林 泉忠（法文学部助教授）

講義名：共通教育等科目（社会系） 「現代アジア論」

参加者： 23名

平成17年度 第2回FD:講演会「九州大学における全学教育カリキュラムの改革と課題」

平成17年9月22日（木）

趣 旨：大学教育センターでは、本学中期計画に掲げられている共通教育科目の精選・統合

等、カリキュラム改善に向けた検討を行なっているところである。その取組みに際

しては、全学出動のあり方、科目の内容・提供方法等、様々な課題も指摘されてい

る。そこで、九州大学の淵田吉男教授を講師として、その先進的な取組みを紹

介し、本学教員への助言及び意見交換等を行ない、中期計画及び教育改革の実現に

資することを目的とする。

日 時：平成17年9月22日（木） 15: 00~17: 00 

場 所：第一会議室（大学本部棟 4階）

講 師：九州大学高等教育総合開発研究センター

大学教育開発研究部門淵田吉男教授

演 題：九州大学における全学教育カリキュラムの改革と課題

参加者： 46名
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平成17年度第3回FD:公開研究授業「森の文化史」

平成18年 1月26日（木）

趣 旨：大学教育センターが取り組んでいる「プロフェッサー・オブ・ザ・イヤー」制度に

ついては、各科目群ごとに受賞者を決定、 1月12日に表彰式を行ない、マスコミで

も報道された。それを受けて、前期に引き続いて後期における公開研究授業を開催

する。

今回は共通教育等科目の総合科目で「プロフェッサー・オブ・ザ・イヤー」を受

賞した農学部の 仲間勇栄 助教授の「森の文化史」の公開授業及び意見交換の場

を設け、本学教員の教育実践・授業改善に寄与することを目的とする。

日 時：平成18年 1月26日（木） 12 : 50~14 : 20 

場 所：共通教育棟2-305 

講 師：仲間勇栄（農学部助教授）

講義名：共通教育等科目（総合科目） 「森の文化史」

参加者： 11名

平成17年度 第4回FD: 「ITを活用した教育の研究発表会」

平成18年2月14日（火）

趣 旨：情報リテラシー教育の充実については、本学中期計画で取り上げられており、情報

関連科目の増設等を推進することが求められている。そこで、総合情報処理センター

との共催により、 ITを利用した教育の活性化を図るため、学内教員による事例発

表・情報交換等を行なうことにより、授業運営及び教育方法の改善等を目指す。

日 時：平成18年 2月14日（火） 13: 30~ 

場 所 ：総合情報処理センター第 3実習室

講 師 ：岡崎威生（工学部講師）、長山 格（工学部助教授）、

高倉 実（医学部教授）、大角玉樹（法文学部助教授）、

高良富夫（総合情報処理センター長）、

黒田登美雄（農学部教授）、安座間喜松（非常勤講師）、他

講演題目： ITを活用した教育の研究発表会

参加者： 27名
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